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（目的） 

第１条 この規程は，法政大学大学院博士後期課程に在学し，所属研究科・専攻の指導教員が推薦する

優秀な大学院生を対象に，学術研究を奨励し，高度な研究能力と豊かな学識を有する若手研究者とし

て育成するために，経済的支援を行う研究助成金（Ｂ）（以下「助成金」という。）の給付に関し，

必要な事項を定めることを目的とする。 

（給付対象者） 

第２条 この規程に基づく助成金の給付対象者は，本学大学院博士後期課程に在学する大学院生で，指

導教員が研究活動及び人物両面で特に優れた者と推薦できる者とする。ただし，次の各号に該当して

いる者は除く。 

（１）休学中の者 

（２）本学給付の奨学金等により海外留学する者，又は留学中の者 

（３）本学にＲＡ，ＰＤ又はＤＣとして採用され，契約時間が年間３００時間を超える者 

（４）再入学の者 

（５）学費を自己支弁していない者（学費が支給される日本政府及び外国政府国費留学生等） 

（６）学校法人法政大学が設置する諸学校の専任職に就いている者 

（７）外部学術研究機関の研究員や他大学の教員等の専任職にある者 

（給付額） 

第３条 本助成金の給付額は，以下のとおりとする。 

  （文系研究科）年額２０万円   （理工系研究科）年額３０万円 

（給付時期・方法） 

第４条 本助成金の給付は採用年度限りとし，毎年度申請とする。 

（申請方法） 

第５条 第２条で規定する給付対象者としての資格を有し，本助成金の給付を希望する者は，以下の書

類に必要事項を記入し大学院事務部に提出しなければならない。 

（１）申請書・研究計画書（所定用紙） 

（２）銀行口座振込届（所定用紙） 

（３）その他大学が提出を求めた書類 

（決定） 

第６条 本助成金給付の決定は，各研究科・専攻の推薦を経て研究科長会議で選考を行い，総長がこれ

を決定する。 

（助成金の決定通知） 

第７条 前条により決定された助成金の決定通知は，申請者に対して書面にて行うものとする。 

（取消） 

第８条 本助成金の給付を受けた者が，次の各号に該当すると認められた場合には，研究科長会議の議

を経て，総長がその資格を取り消しすることができる。 

（１）退学又は除籍されたとき 

（２）本学が期待する学術研究に専心できないと判明したとき 

（３）前各号のほか，助成金を受給する者として適当でない事実があったとき 

 



 

（返還請求） 

第９条 本助成金は，返還を要しない。ただし，前条の定めにより受給者の資格を取り消した者に対し

て，給付した助成金の全部又は一部の返還を求めることができる。 

（給付金の辞退） 

第１０条 給付の決定を受けた者は，本助成金の辞退を申し出ることができる。 

（その他） 

第１１条 授業料減免制度等の適用者も，本助成金の給付対象者とする。 

（所管） 

第１２条 本助成金の給付に関する事務は，大学院事務部が行う。 

付 則 

１ 本規程は，２０１０年６月１日から施行する。 

２ ２０１１年４月１日より，第２条，第５条及び第１１条を一部改正し，施行する。 

３ 本規程は，第２条を一部改正し，２０１５年４月１日より施行する。 

４ 本規程は，第６条及び第８条を一部改正し，２０１６年４月１日より施行する。  

 


